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1. 概要

1.1 概要
本仕様書は、吹田市消防本部西消防署に設置されている電話交換システムの更新作業に関する事項を定めるものである。
1.2 適合法令等
　　   　本仕様書に記載なき事項は、次の各号に定める法令規則等（最新版）に準拠するものとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑴　日本工業規格（ＪＩＳ）
⑵　電気規格調査会標準規格（ＪＥＣ）
⑶　日本電機工業会標準規格（ＪＥＭ）
⑷　電子情報技術産業協会規格（ＪＥＩＴＡ）
⑸　ＩＴＵ、ＩＳＯ、ＩＥＣ、ＩＥＴＦ等の国際標準化機関の勧告、規格
⑹　ＩＥＥＥ、その他国内公知の関係法令、基準規格等
　　　　その他、施工にあたり疑義が生じた場合は速やかに担当職員と協議の上、対応すること。

1.3 備考
本仕様書に記載された内容については、本市消防本部企画総務室により同等以上と認められた場合のみ、変更が可能なものとする。

1.4 作業納入場所
吹田市消防本部・西消防署
住所：大阪府吹田市江坂町1丁目21番6号

1.5 契約期間
令和８年９月28日から令和9年3月31日までとする。

1.6 業務内容
(1) 電話交換システム更新作業
電話交換機本体、電源装置、周辺機器等を設置し、各フロアにおける多機能電話機　　　の交換、既設アナログ電話機の接続および既存設備であるVoip-GWとの接続作業を実施する。構内ケーブルについては基本的に既存のものを流用するが、著しく破損している箇所が確認された場合には、新たに配線を行うものとする。　
(2) 撤去作業
既設の電話交換機本体、電源装置、電話機等を撤去する。併せて、不要となった付帯装置およびケーブル類も撤去対象とする。

1.7 納入機器数量
納入する機器の詳細は、2.電話交換機器仕様に示すとおりとする。

1.8 搬入
搬入経路および現場状況を十分に考慮し、安全かつ確実に据付場所へ搬入するものとする。養生及び仮設その他資材設置に係る費用も本業務の費用に含めて積算すること。

1.9 試験
機器据付完了後、総合試験を実施し、正常動作を確認するものとする。また、北大阪消防専用交換機および北大阪連携ネットワークとの通信試験を行うものとする。

1.10 検査および検収
本仕様書に基づき検査を行い、合格をもって検収とする。

1.11 保証
検収後1年以内に、設計・製作または作業不良に起因すると認められる不具合が発生した場合は、速やかに修理を行うものとする。

1.12 申請手続
本作業に必要な通信事業者への申請手続は、請負者が代行するものとする。

1.13 保守
検収後、電話交換システムの機能を維持し、円滑な運用を確保するため、別途定期保守契約を締結するものとする。

1.14 特記事項
(1) 本構築業務の管理責任者は、電気通信の工事担任者（総合通信）の資格を保有すること。尚、前述の有資格者は本件の入札公告日前３ヶ月以上の直接的かつ恒常的な雇用関係にあることを要し、業務履行に際して原則として変更できないものとする。ただし、やむを得ない理由により、発注者の承諾を得た場合は同資格を保有している技術員へ変更できるものとする。
(2) 上位、北大阪消防専用交換機との接続および動作確認作業は、北大阪消防保守業者の立会いのもとで実施するものとする。尚、本作業に関わる費用は受注者が負担すること。
(3) 事前に設備を充分把握するとともに、運営業務に支障なく切換えを行うこと。不良個所への対応等により、業務時間内において電話交換設備の運用に支障が出る場合には、既存設備を使用できるよう復旧するなど、障害発生への対策を講じること。消防本部・西消防署の代表電話番号については、切換え作業中の代替回線を用意すること。
　(4) 電話交換機と接続するVoip-GWについては今年度に更新するため、今回更新する電話交換機と既設のGWが問題なく接続されることを必ず確認し、本市に対し機器更新に必要な情報を提供すること。

2. 電話交換機 機器仕様

2.1電話交換機（NEC製　Aspire6）
(1) 概要
ア　本電話交換機は、電話交換機本体、電話機、電源装置および周辺装置で構成され、以下の通話機能を主目的とする。
イ　内線相互通話
ウ　内線と外線間通話
エ　内線と専用線間通話
(2) 本電話交換機は、構内交換設備に関する技術基準および関連法令・規格を満足するものとする。

2.1.2 方式
通話路方式：PCM時分割一段スイッチ方式
制御方式：蓄積プログラム方式
プロセッサ：64ビットマイクロプロセッサ
中継方式：中継台方式（DSSコンソール）、個別着信方式、分散応答方式、追加ダイヤ　ルイン方式、直結式応答方式、NTTダイヤルイン方式

2.1.3 信頼性
- ハードディスクレス構造により高信頼性を確保
- OSはWindows系・Linux系を使用しない
- 内線パッケージ等は活線挿抜が可能
- 局データは最大５世代まで管理可能
- アラーム情報は指定宛先へEメールで自動通知可能
- インターネット経由で専用サーバを用いたリモート保守が可能

2.1.4 トラヒック条件
内線電話機1回線あたりの標準発着呼量は7.2HCSとする。

2.1.5 収容回線数
内線：デジタル多機能内線 48（容量56）
 DSSコンソール １（DCG-60-iD（WH）CONSOLE）                                                     内線：一般内線 96（容量96、電話機は既存使用）
長距離内線 ４（容量４）                                                外線：INS回線 ５（容量８）
専用線：市内専用線（LD）11（容量12）
端末：デジタル多機能電話機 48
ページング：放送回線 １（アンプ等は既存品使用）
ドアホン：１ （機器等は既存品使用）
電気錠：１（機器等は既存品使用）  
通話録音装置に対応するため、Voipライセンスを導入すること。

2.1.6 番号計画
現行交換機の番号体系に準ずるものとする。

2.1.7 電気的条件
電源：AC100V ±10％
ダイヤル条件：PB式、DP式（10±0.8PPS、20±1.6PPS、メーク率33±3％、ポーズ600ms以上）
線路条件：アナログ内線600Ωまたは1,500Ω、デジタル内線600m（0.5Φ）、
800m（0.65Φ）、一般公衆回線1,700Ω

2.1.8 インタフェース
LAN：10M/100M/1000M bps イーサネット
音声符号化：G.711、G.729a、G.722、G.726
QoS：ToS（IP Precedence、DiffServ）
VLAN：Tag VLAN（IEEE802.1Q/p）

2.1.9 構造
基本＋拡張モジュール：369×116×430mm
19インチモジュール：430×409×88mm
最大収容：内線960ポート、外線400ポート
RoHS指令適合、有害物質非含有

2.1.10 環境条件
温度：０℃～40℃
湿度：10％～90％（結露しないこと）

2.1.11 電源仕様
IP電話交換機の電源仕様：AC100V ±10％

2.2 電話交換機停電用電池
停電対応時間：最大３時間
形式：DC12Vタイプ
容量：７AH

3 デジタル多機能電話機（NEC製　DTG-24D-１D(WH)TEL） 48台

3.1 機能ボタン数
標準：24ボタン
拡張：最大40ボタンまで増設可能
固定機能：保留、転送、フッキングボタンを装備

3.2 LCDディスプレイ
表示：全角14文字 × ４行（バックライト付き）
仕様：可動式、168×58ドットマトリクス以上
サイズ：92mm(W) × 56.5mm(H)以上

3.3 外形寸法
181mm(W) × 244mm(D) × 143mm(H)

3.4 ケーブル仕様
２芯モジュラーケーブル

3.5 その他機能要件
(1) 外部通話録音装置との接続が可能（※アダプタは別途調達）
(2) ユニバーサルデザイン対応：テンキーおよびLCDはバックライト付き、輝度調整可能、　白黒反転・縦倍角文字表示対応
(3) 不在着信・新規ボイスメール受信時にアイコン表示
(4) ソフトキー操作対応
(5) IP多機能電話機と盤面・操作性が同一
(6) 発信履歴50件、着信履歴50件蓄積可能
(7) 本体色は白・黒の２色から選択可能
(8) 着信ランプは６色から選択可能
(9) 着信音に内蔵ミュージック３曲を選択可能
(10) ハンズフリー通話は半二重・全二重の選択が可能（11）
(11)一般電話機については既設流用
